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(57)【要約】
【課題】リフト装置によるカーボディの支持の安定性の
向上を図りつつ、カーボディの前後にウェイトを搭載し
てクローラクレーンの安定性の向上を図る。
【解決手段】クローラクレーンでは、前側ウェイト支持
部４４は、前側左ウェイト７２と前側右ウェイト７４が
各々の作業時前側ウェイト位置と前側格納位置にある前
側左リフト装置５８及び前側右リフト装置６０よりも前
側に位置する各々の退避時前側ウェイト位置との間で変
位可能となるように前側左ウェイト７２及び前側右ウェ
イト７４を支持し、後側ウェイト支持部４６は、後側左
ウェイト７６と後側右ウェイト７８が各々の作業時後側
ウェイト位置と後側格納位置にある後側左リフト装置６
２及び後側右リフト装置６４よりも後側に位置する各々
の退避時後側ウェイト位置との間で変位可能となるよう
に後側左ウェイト７６及び後側右ウェイト７８を支持す
る。
【選択図】図２



(2) JP 2012-197155 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クローラクレーンであって、
　吊り作業を行うための作業装置を有する上部旋回体と、
　前記上部旋回体が上下方向に延びる旋回軸回りに旋回自在となるようにその上部旋回体
を下から支持するカーボディと、
　前記カーボディの左右に分かれて配置され、前記クローラクレーンを走行させるために
用いられる２つのクローラ装置と、
　前記クローラクレーンが設置される所定の設置面に対して前記カーボディを持ち上げる
ためのリフト機構と、
　前記カーボディに搭載され、そのカーボディを安定させるための複数のウェイトとを備
え、
　前記複数のウェイトは、前記カーボディの前部に搭載される前側ウェイトと、前記カー
ボディの後部に搭載される後側ウェイトとを含み、
　前記カーボディは、前記上部旋回体を下から支持する本体部と、その本体部から前方に
突出し、前記前側ウェイトを支持する前側ウェイト支持部と、その本体部から後方に突出
し、前記後側ウェイトを支持する後側ウェイト支持部とを有し、
　前記リフト機構は、前記前側ウェイト支持部の左右に分かれて配置され、前記本体部の
前部を前記設置面に対して支えるための前側左リフト装置及び前側右リフト装置と、前記
後側ウェイト支持部の左右に分かれて配置され、前記本体部の後部を前記設置面に対して
支えるための後側左リフト装置及び後側右リフト装置とを含み、
　前記前側左リフト装置及び前記前側右リフト装置は、前記本体部の前端部から前方へ前
記前側ウェイト支持部に沿って延びるように配置される前側格納位置と前記本体部の前端
部から前方へ向かうにつれて前記前側ウェイト支持部から側方へ離反するように斜めに延
びる前側支持位置とを取り得るように各々の基端部を中心として縦軸回りに回動可能とな
るように前記本体部に取り付けられ、
　前記後側左リフト装置及び前記後側右リフト装置は、前記本体部の後端部から後方へ前
記後側ウェイト支持部に沿って延びるように配置される後側格納位置と前記本体部の後端
部から後方へ向かうにつれて前記後側ウェイト支持部から側方へ離反するように斜めに延
びる後側支持位置とを取り得るように各々の基端部を中心として縦軸回りに回動可能とな
るように前記本体部に取り付けられ、
　前記前側ウェイトは、前記カーボディの左右方向の中心に対して右寄りに配置される前
側右ウェイトと、前記カーボディの左右方向の中心に対して左寄りに配置される前側左ウ
ェイトとを含み、
　前記前側ウェイト支持部は、前記前側右ウェイトが当該前側ウェイト支持部の右外側に
配置されるとともに当該前側ウェイト支持部の前端部の位置から当該前側ウェイト支持部
の右側面に沿って後方へ延びるように配置される作業時前側右ウェイト位置とその位置よ
りも前側でかつ前記前側格納位置にある前記前側右リフト装置よりも前側に位置する退避
時前側右ウェイト位置との間で変位可能となるようにその前側右ウェイトを支持するとと
もに、前記前側左ウェイトが当該前側ウェイト支持部の左外側に配置されるとともに当該
前側ウェイト支持部の前端部の位置から当該前側ウェイト支持部の左側面に沿って後方へ
延びるように配置される作業時前側左ウェイト位置とその位置よりも前側でかつ前記前側
格納位置にある前記前側左リフト装置よりも前側に位置する退避時前側左ウェイト位置と
の間で変位可能となるようにその前側左ウェイトを支持し、
　前記後側ウェイトは、前記カーボディの左右方向の中心に対して右寄りに配置される後
側右ウェイトと、前記カーボディの左右方向の中心に対して左寄りに配置される後側左ウ
ェイトとを含み、
　前記後側ウェイト支持部は、前記後側右ウェイトが当該後側ウェイト支持部の右外側に
配置されるとともに当該後側ウェイト支持部の後端部の位置から当該後側ウェイト支持部
の右側面に沿って前方へ延びるように配置される作業時後側右ウェイト位置とその位置よ
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りも後側でかつ前記後側格納位置にある前記後側右リフト装置よりも後側に位置する退避
時後側右ウェイト位置との間で変位可能となるようにその後側右ウェイトを支持するとと
もに、前記後側左ウェイトが当該後側ウェイト支持部の左外側に配置されるとともに当該
後側ウェイト支持部の後端部の位置から当該後側ウェイト支持部の左側面に沿って前方へ
延びるように配置される作業時後側左ウェイト位置とその位置よりも後側でかつ前記後側
格納位置にある前記後側左リフト装置よりも後側に位置する退避時後側左ウェイト位置と
の間で変位可能となるようにその後側左ウェイトを支持する、クローラクレーン。
【請求項２】
　前記前側ウェイト支持部は、前記前側右ウェイトが前記作業時前側右ウェイト位置と前
記退避時前側右ウェイト位置との間で上下方向に延びる縦軸回りに回動可能となるように
その前側右ウェイトを支持するとともに、前記前側左ウェイトが前記作業時前側左ウェイ
ト位置と前記退避時前側左ウェイト位置との間で上下方向に延びる縦軸回りに回動可能と
なるようにその前側左ウェイトを支持し、
　前記後側ウェイト支持部は、前記後側右ウェイトが前記作業時後側右ウェイト位置と前
記退避時後側右ウェイト位置との間で上下方向に延びる縦軸回りに回動可能となるように
その後側右ウェイトを支持するとともに、前記後側左ウェイトが前記作業時後側左ウェイ
ト位置と前記退避時後側左ウェイト位置との間で上下方向に延びる縦軸回りに回動可能と
なるようにその後側左ウェイトを支持する、請求項１に記載のクローラクレーン。
【請求項３】
　前記２つのクローラ装置は、前記本体部の右側に配置された右側クローラ装置と、前記
本体部の左側に配置された左側クローラ装置とからなり、
　前記カーボディは、前記本体部から右方に突出し、前記右側クローラ装置が左右方向に
変位可能となるようにその右側クローラ装置を支持する右側アクスルと、前記本体部から
左方に突出し、前記左側クローラ装置が左右方向に変位可能となるようにその左側クロー
ラ装置を支持する左側アクスルとを有し、
　前記退避時前側右ウェイト位置に配置された前記前側右ウェイトは、前記右側クローラ
装置の前端よりも前側に位置し、
　前記退避時前側左ウェイト位置に配置された前記前側左ウェイトは、前記左側クローラ
装置の前端よりも前側に位置し、
　前記退避時後側右ウェイト位置に配置された前記後側右ウェイトは、前記右側クローラ
装置の後端よりも後側に位置し、
　前記退避時後側左ウェイト位置に配置された前記後側左ウェイトは、前記左側クローラ
装置の後端よりも後側に位置する、請求項１又は２に記載のクローラクレーン。
【請求項４】
　前記２つのクローラ装置は、前記本体部の右側に配置された右側クローラ装置と、前記
本体部の左側に配置された左側クローラ装置とからなり、
　前記カーボディは、前記本体部から右方に突出し、前記右側クローラ装置が左右方向に
変位可能となるようにその右側クローラ装置を支持する右側アクスルと、前記本体部から
左方に突出し、前記左側クローラ装置が左右方向に変位可能となるようにその左側クロー
ラ装置を支持する左側アクスルとを有し、
　前記作業時前側右ウェイト位置に配置された前記前側右ウェイトの前記前側ウェイト支
持部から右方への突出量は、前記右側クローラ装置が最も前記本体部寄りに配置されたと
きのその右側クローラ装置と前記前側ウェイト支持部の右側面との間の間隔よりも大きく
、前記退避時前側右ウェイト位置に配置された前記前側右ウェイトの前記前側ウェイト支
持部から右方への突出量は、前記右側クローラ装置が最も前記本体部寄りに配置されたと
きのその右側クローラ装置と前記前側ウェイト支持部の右側面との間の間隔よりも小さく
、
　前記作業時前側左ウェイト位置に配置された前記前側左ウェイトの前記前側ウェイト支
持部から左方への突出量は、前記左側クローラ装置が最も前記本体部寄りに配置されたと
きのその左側クローラ装置と前記前側ウェイト支持部の左側面との間の間隔よりも大きく
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、前記退避時前側左ウェイト位置に配置された前記前側左ウェイトの前記前側ウェイト支
持部から左方への突出量は、前記左側クローラ装置が最も前記本体部寄りに配置されたと
きのその左側クローラ装置と前記前側ウェイト支持部の左側面との間の間隔よりも小さく
、
　前記作業時後側右ウェイト位置に配置された前記後側右ウェイトの前記後側ウェイト支
持部から右方への突出量は、前記右側クローラ装置が最も前記本体部寄りに配置されたと
きのその右側クローラ装置と前記後側ウェイト支持部の右側面との間の間隔よりも大きく
、前記退避時後側右ウェイト位置に配置された前記後側右ウェイトの前記後側ウェイト支
持部から右方への突出量は、前記右側クローラ装置が最も前記本体部寄りに配置されたと
きのその右側クローラ装置と前記後側ウェイト支持部の右側面との間の間隔よりも小さく
、
　前記作業時後側左ウェイト位置に配置された前記後側左ウェイトの前記後側ウェイト支
持部から左方への突出量は、前記左側クローラ装置が最も前記本体部寄りに配置されたと
きのその左側クローラ装置と前記後側ウェイト支持部の左側面との間の間隔よりも大きく
、前記退避時後側左ウェイト位置に配置された前記後側左ウェイトの前記後側ウェイト支
持部から左方への突出量は、前記左側クローラ装置が最も前記本体部寄りに配置されたと
きのその左側クローラ装置と前記後側ウェイト支持部の左側面との間の間隔よりも小さい
、請求項１又は２に記載のクローラクレーン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、クローラクレーンに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のクローラクレーンでは、リフト装置により当該クレーンのカーボディを地面から
ジャッキアップし、そのカーボディの本体部から左右に突出するアクスルにクローラ装置
を着脱することが行われている。リフト装置は、例えば下記特許文献１に示されているよ
うにカーボディの前部と後部にそれぞれ２つずつ設けられる。アクスルは、カーボディの
前部において本体部から左右に突出するように設けられているとともに、カーボディの後
部において本体部から左右に突出するように設けられている。カーボディの前部に設けら
れるリフト装置は、カーボディの前部で本体部から左右に突出する各アクスルの前面にそ
れぞれ取り付けられ、カーボディの後部に設けられるリフト装置は、カーボディの後部で
本体部から左右に突出する各アクスルの後面にそれぞれ取り付けられている。そして、各
リフト装置は、カーボディから張り出してそのカーボディを地面に対して支える支持位置
とカーボディに格納される格納位置との間で縦軸回りに回動可能となるように対応するア
クスルに取り付けられている。カーボディの前部に設けられるリフト装置は、支持位置で
は、対応するアクスルから前方へ突出するように配置され、格納位置では、対応するアク
スルの前面から本体部の前面に沿ってカーボディの幅方向内側へ延びるように配置される
。また、カーボディの後部に設けられるリフト装置は、対応するアクスルから後方へ突出
するように配置され、格納位置では、対応するアクスルの後面から本端部の後面に沿って
カーボディの幅方向内側へ延びるように配置される。
【０００３】
　ところで、このようなクローラクレーンでは、下記特許文献２に示されているように、
車体の安定性を向上させるためにカーボディにウェイトが搭載されることがある。具体的
には、この特許文献２では、カーボディの本体部の前端から前方へ突出する被取付部とそ
の本体部の後端から後方へ突出する被取付部とを設け、その各被取付部上にウェイトをそ
れぞれ積載している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開２００３－４０５７９号公報
【特許文献２】特開２００９－２６３０２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記特許文献１に記載のリフト装置と上記特許文献２に記載のカーボデ
ィウェイトを共に有するクローラクレーンでは、リフト装置とカーボディウェイトとの干
渉を回避しつつ、リフト装置の張り出し長さを大きくすることが困難である。
【０００６】
　具体的には、上記特許文献２のようにカーボディの本体部から前後にそれぞれ突出する
被取付部が設けられていてその被取付部上にカーボディウェイトが搭載されている構成に
おいて、上記特許文献１のようにリフト装置がその格納位置でカーボディの幅方向内側へ
向かって延びるように配置される場合には、リフト装置の張り出し長さが前記被取付部及
びカーボディウェイトと干渉しないような長さに制限される。その結果、リフト装置によ
るカーボディの支持の安定性を向上することが困難となる。
【０００７】
　この発明は、上記の課題を解決するためになされたものであり、その目的は、リフト装
置によるカーボディの支持の安定性の向上を図りつつ、カーボディの前後にウェイトを搭
載してクローラクレーンの安定性の向上を図ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本願発明者は、カーボディの前部を支持するための前側リ
フト装置を、その前側リフト装置がカーボディの本体部の前端から前方へ前側のウェイト
の支持部に沿って延びるように配置される前側格納位置とカーボディの本体部の前端から
前方へ向かうにつれて前側のウェイトの支持部から側方へ離反するように斜めに延びる前
側支持位置との間でその基端部を中心として縦軸回りに回動可能となるようにカーボディ
の本体部に取り付け、カーボディの後部を支持するための後側リフト装置を、その後側リ
フト装置がカーボディの本体部の後端から後方へ後側のウェイトの支持部に沿って延びる
ように配置される後側格納位置とカーボディの本体部の後端から後方へ向かうにつれて後
側のウェイトの支持部から側方へ離反するように斜めに延びる前側支持位置との間でその
基端部を中心として縦軸回りに回動可能となるようにカーボディの本体部に取り付けるこ
とを思いついた。このように構成すれば、各リフト装置の張り出し長さを拡大したとして
も、各リフト装置が対応するウェイト支持部又はその支持部上に積載されたウェイトと干
渉するのを避けることができるため、リフト装置によるカーボディの支持の安定性の向上
を図りつつ、カーボディの前後にウェイトを搭載してクレーンの安定性の向上を図ること
ができる。
【０００９】
　しかしながら、この構成では、カーボディの前後に搭載可能なウェイトのサイズが著し
く制限され、クローラクレーンの安定性を十分に向上するために必要な重量分のウェイト
をカーボディに搭載することが困難であるという問題点が依然存在する。
【００１０】
　具体的には、カーボディのウェイト支持部上に搭載するウェイトの高さは、当該ウェイ
トと上部旋回体との干渉を回避可能な高さに制限される。また、ウェイト支持部上に搭載
するウェイトの横幅は、格納位置に配置されたときに支持部に沿うように配置されるリフ
ト装置とウェイトとの干渉を回避可能な横幅に制限される。また、ウェイト支持部上に搭
載するウェイトの前後方向の長さは、クレーン作業時に吊荷がウェイト支持部に接近した
ときにその吊荷とウェイトとが干渉しないようにウェイト支持部の先端からあまり突出し
ないような長さに制限される。以上のように、格納位置に配置されるリフト装置とウェイ
トとの干渉の回避、上部旋回体とウェイトとの干渉の回避及びクレーン作業時の吊荷とウ
ェイトとの干渉の回避を考慮すると、カーボディの前後に搭載可能なウェイトのサイズが
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著しく制限され、クローラクレーンの安定性を十分に向上するために必要なカーボディウ
ェイトの積載重量を確保できない。
【００１１】
　そこで、本願発明者は、このような問題点を解消するために以下のようなクローラクレ
ーンを発明した。この発明によるクローラクレーンは、吊り作業を行うための作業装置を
有する上部旋回体と、前記上部旋回体が上下方向に延びる旋回軸回りに旋回自在となるよ
うにその上部旋回体を下から支持するカーボディと、前記カーボディの左右に分かれて配
置され、前記クローラクレーンを走行させるために用いられる２つのクローラ装置と、前
記クローラクレーンが設置される所定の設置面に対して前記カーボディを持ち上げるため
のリフト機構と、前記カーボディに搭載され、そのカーボディを安定させるための複数の
ウェイトとを備え、前記複数のウェイトは、前記カーボディの前部に搭載される前側ウェ
イトと、前記カーボディの後部に搭載される後側ウェイトとを含み、前記カーボディは、
前記上部旋回体を下から支持する本体部と、その本体部から前方に突出し、前記前側ウェ
イトを支持する前側ウェイト支持部と、その本体部から後方に突出し、前記後側ウェイト
を支持する後側ウェイト支持部とを有し、前記リフト機構は、前記前側ウェイト支持部の
左右に分かれて配置され、前記本体部の前部を前記設置面に対して支えるための前側左リ
フト装置及び前側右リフト装置と、前記後側ウェイト支持部の左右に分かれて配置され、
前記本体部の後部を前記設置面に対して支えるための後側左リフト装置及び後側右リフト
装置とを含み、前記前側左リフト装置及び前記前側右リフト装置は、前記本体部の前端部
から前方へ前記前側ウェイト支持部に沿って延びるように配置される前側格納位置と前記
本体部の前端部から前方へ向かうにつれて前記前側ウェイト支持部から側方へ離反するよ
うに斜めに延びる前側支持位置との間で各々の基端部を中心として縦軸回りに回動可能と
なるように前記本体部に取り付けられ、前記後側左リフト装置及び前記後側右リフト装置
は、前記本体部の後端部から後方へ前記後側ウェイト支持部に沿って延びるように配置さ
れる後側格納位置と前記本体部の後端部から後方へ向かうにつれて前記後側ウェイト支持
部から側方へ離反するように斜めに延びる後側支持位置との間で各々の基端部を中心とし
て縦軸回りに回動可能となるように前記本体部に取り付けられ、前記前側ウェイトは、前
記カーボディの左右方向の中心に対して右寄りに配置される前側右ウェイトと、前記カー
ボディの左右方向の中心に対して左寄りに配置される前側左ウェイトとを含み、前記前側
ウェイト支持部は、前記前側右ウェイトが当該前側ウェイト支持部の右外側に配置される
とともに当該前側ウェイト支持部の前端部の位置から当該前側ウェイト支持部の右側面に
沿って後方へ延びるように配置される作業時前側右ウェイト位置とその位置よりも前側で
かつ前記前側格納位置にある前記前側右リフト装置よりも前側に位置する退避時前側右ウ
ェイト位置との間で変位可能となるようにその前側右ウェイトを支持するとともに、前記
前側左ウェイトが当該前側ウェイト支持部の左外側に配置されるとともに当該前側ウェイ
ト支持部の前端部の位置から当該前側ウェイト支持部の左側面に沿って後方へ延びるよう
に配置される作業時前側左ウェイト位置とその位置よりも前側でかつ前記前側格納位置に
ある前記前側左リフト装置よりも前側に位置する退避時前側左ウェイト位置との間で変位
可能となるようにその前側左ウェイトを支持し、前記後側ウェイトは、前記カーボディの
左右方向の中心に対して右寄りに配置される後側右ウェイトと、前記カーボディの左右方
向の中心に対して左寄りに配置される後側左ウェイトとを含み、前記後側ウェイト支持部
は、前記後側右ウェイトが当該後側ウェイト支持部の右外側に配置されるとともに当該後
側ウェイト支持部の後端部の位置から当該後側ウェイト支持部の右側面に沿って前方へ延
びるように配置される作業時後側右ウェイト位置とその位置よりも後側でかつ前記後側格
納位置にある前記後側右リフト装置よりも後側に位置する退避時後側右ウェイト位置との
間で変位可能となるようにその後側右ウェイトを支持するとともに、前記後側左ウェイト
が当該後側ウェイト支持部の左外側に配置されるとともに当該後側ウェイト支持部の後端
部の位置から当該後側ウェイト支持部の左側面に沿って前方へ延びるように配置される作
業時後側左ウェイト位置とその位置よりも後側でかつ前記後側格納位置にある前記後側左
リフト装置よりも後側に位置する退避時後側左ウェイト位置との間で変位可能となるよう
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にその後側左ウェイトを支持する（請求項１）。
【００１２】
　このクローラクレーンでは、各リフト装置によるカーボディの支持の安定性の向上を図
るために各リフト装置の張り出し長さを拡大したとしても、格納位置に配置された各リフ
ト装置と対応するウェイトとの干渉、上部旋回体と各ウェイトとの干渉及びクレーン作業
時の吊荷とウェイトとの干渉を回避しつつ、クレーンの安定性を十分に向上するために必
要な重量分のウェイトをカーボディに搭載することができる。
【００１３】
　具体的には、このクローラクレーンでは、前側ウェイトとして前側ウェイト支持部の左
右に分かれて配置可能な前側左ウェイトと前側右ウェイトが設けられており、それらの前
側左ウェイトと前側右ウェイトの合計の重量でカーボディの前部に搭載すべきウェイトの
重量を確保することができる。しかも、このクローラクレーンでは、前側右リフト装置と
前側右ウェイトとの干渉及び前側左リフト装置と前側左ウェイトとの干渉を避けつつ、前
側右リフト装置及び前側左リフト装置の張り出し長さを大きくすることができる。具体的
には、張り出し長さの大きい前側右リフト装置及び前側左リフト装置を各々の前側格納位
置に配置するときに前側右ウェイトを退避時前側右ウェイト位置に配置するとともに前側
左ウェイトを退避時前側左ウェイト位置に配置すれば、前側右ウェイトは前側右リフト装
置よりも前側に配置されるとともに前側左ウェイトは前側左リフト装置よりも前側に配置
されるため、それら前側の両リフト装置と対応する前側ウェイトとは干渉しない。このた
め、前側の両リフト装置と対応する前側ウェイトとの干渉を避けつつ、前側の両リフト装
置の張り出し長さを大きくすることができる。同様に、前側右ウェイト及び前側左ウェイ
トの左右方向の幅（横幅）を大きくしても、各前側リフト装置を前側格納位置に配置する
ときに前側右ウェイト及び前側左ウェイトを退避時のウェイト位置に配置すれば、それら
両ウェイトと対応する前側リフト装置とが干渉しない。このため、前側の両リフト装置と
対応する前側ウェイトとの干渉を避けつつ、前側の両ウェイトの左右方向の幅を確保する
ことができる。また、前側右ウェイト及び前側左ウェイトは、それらの作業時ウェイト位
置において前側ウェイト支持部の対応する側面に沿うように配置されるため、前側ウェイ
ト支持部上に前側ウェイトを積載するような構成とウェイトの高さが同じであっても前側
ウェイト支持部から上方への前側ウェイトの突出量を抑えることができる。このため、上
部旋回体と前側右ウェイト及び前側左ウェイトとの干渉を回避しつつ、前側右ウェイト及
び前側左ウェイトの高さを確保することができる。また、前側右ウェイト及び前側左ウェ
イトの前後方向の長さを大きくした場合でも、前側の両ウェイトはそれらの作業時ウェイ
ト位置において前側ウェイト支持部の前端部の位置から後方へ延びるように配置されるた
め、クレーン作業時に吊荷が前側ウェイト支持部に接近してきたときにその吊荷が前側の
両ウェイトと干渉するのを避けることができる。従って、クレーン作業時に吊荷と前側の
両ウェイトとの干渉を回避しつつ、前側の両ウェイトの前後方向の長さを確保することが
できる。
【００１４】
　また、このクローラクレーンでは、上記した前側リフト装置、前側ウェイト支持部及び
前側の左右ウェイトに関する作用と同様の作用により、後側左ウェイトと後側右ウェイト
の合計の重量でカーボディの後部に搭載すべきウェイトの重量を確保することができ、後
側の各リフト装置と左右方向の幅を確保した後側の各ウェイトとの干渉を回避しつつ後側
の各リフト装置の張り出し長さを大きくすることができ、上部旋回体と後側の左右ウェイ
トとの干渉を回避しつつ後側の左右ウェイトの高さを確保することができ、吊荷と後側の
左右ウェイトとの干渉を回避しつつ後側の左右ウェイトの前後方向の長さを確保すること
ができる。従って、このクローラクレーンでは、格納位置に配置された各リフト装置と対
応する各ウェイトとの干渉、上部旋回体と各ウェイトとの干渉及びクレーン作業時の吊荷
と各ウェイトとの干渉を回避しつつ、各リフト装置の張り出し長さを拡大してカーボディ
の支持の安定性の向上を図るとともに、各ウェイトのサイズを確保してクレーンの安定性
を十分に向上するために必要な重量分のウェイトをカーボディに搭載することができる。
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【００１５】
　上記クレーンにおいて、前記前側ウェイト支持部は、前記前側右ウェイトが前記作業時
前側右ウェイト位置と前記退避時前側右ウェイト位置との間で上下方向に延びる縦軸回り
に回動可能となるようにその前側右ウェイトを支持するとともに、前記前側左ウェイトが
前記作業時前側左ウェイト位置と前記退避時前側左ウェイト位置との間で上下方向に延び
る縦軸回りに回動可能となるようにその前側左ウェイトを支持し、前記後側ウェイト支持
部は、前記後側右ウェイトが前記作業時後側右ウェイト位置と前記退避時後側右ウェイト
位置との間で上下方向に延びる縦軸回りに回動可能となるようにその後側右ウェイトを支
持するとともに、前記後側左ウェイトが前記作業時後側左ウェイト位置と前記退避時後側
左ウェイト位置との間で上下方向に延びる縦軸回りに回動可能となるようにその後側左ウ
ェイトを支持することが好ましい（請求項２）。
【００１６】
　この構成では、各ウェイトを縦軸回りに回動させて作業時ウェイト位置と退避時ウェイ
ト位置との間で変位させることができるので、各ウェイトの重量を支持することなく、各
ウェイトを作業時ウェイト位置と退避時ウェイト位置との間で変位させることができる。
このため、例えば作業者が各ウェイトを作業時ウェイト位置と退避時ウェイト位置との間
で変位させる場合に各ウェイトを軽い力で変位させることができる。
【００１７】
　上記クローラクレーンにおいて、前記２つのクローラ装置は、前記本体部の右側に配置
された右側クローラ装置と、前記本体部の左側に配置された左側クローラ装置とからなり
、前記カーボディは、前記本体部から右方に突出し、前記右側クローラ装置が左右方向に
変位可能となるようにその右側クローラ装置を支持する右側アクスルと、前記本体部から
左方に突出し、前記左側クローラ装置が左右方向に変位可能となるようにその左側クロー
ラ装置を支持する左側アクスルとを有し、前記退避時前側右ウェイト位置に配置された前
記前側右ウェイトは、前記右側クローラ装置の前端よりも前側に位置し、前記退避時前側
左ウェイト位置に配置された前記前側左ウェイトは、前記左側クローラ装置の前端よりも
前側に位置し、前記退避時後側右ウェイト位置に配置された前記後側右ウェイトは、前記
右側クローラ装置の後端よりも後側に位置し、前記退避時後側左ウェイト位置に配置され
た前記後側左ウェイトは、前記左側クローラ装置の後端よりも後側に位置することが好ま
しい（請求項３）。
【００１８】
　この構成によれば、前側右ウェイト、前側左ウェイト、後側右ウェイト及び後側左ウェ
イトのそれぞれの左右方向の幅を大きくしたとしても、クローラクレーンが狭所を走行す
る時やクローラクレーンの搬送時に左右のクローラ装置を本体部側へ寄せてクレーンの左
右方向の幅を縮小させた場合にそれらのクローラ装置と対応する各ウェイトとが干渉する
のを防ぐことができる。具体的には、この構成では、各クローラ装置を本体部側に寄せる
ときに各ウェイトをそれぞれの退避時ウェイト位置に配置すれば、前側の各ウェイトはク
ローラ装置の前端よりも前側に配置されるとともに後側の各ウェイトはクローラ装置の後
端よりも後側に配置されるため、各ウェイトの左右方向の幅を大きくしたとしてもそれら
各ウェイトと対応するクローラ装置との干渉を避けることができる。従って、この構成で
は、右側クローラ装置及び左側クローラ装置をカーボディの本体部に寄せてクレーンの左
右方向の幅を縮小できるようにしつつ、その右側クローラ装置と前側右ウェイト及び後側
右ウェイトとの干渉及び左側クローラ装置と前側左ウェイト及び後側左ウェイトとの干渉
を避けるとともに、各ウェイトの左右方向の幅を確保することができる。
【００１９】
　上記２つのクローラ装置を備えたクローラクレーンにおいて、前記２つのクローラ装置
は、前記本体部の右側に配置された右側クローラ装置と、前記本体部の左側に配置された
左側クローラ装置とからなり、前記カーボディは、前記本体部から右方に突出し、前記右
側クローラ装置が左右方向に変位可能となるようにその右側クローラ装置を支持する右側
アクスルと、前記本体部から左方に突出し、前記左側クローラ装置が左右方向に変位可能
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となるようにその左側クローラ装置を支持する左側アクスルとを有し、前記作業時前側右
ウェイト位置に配置された前記前側右ウェイトの前記前側ウェイト支持部から右方への突
出量は、前記右側クローラ装置が最も前記本体部寄りに配置されたときのその右側クロー
ラ装置と前記前側ウェイト支持部の右側面との間の間隔よりも大きく、前記退避時前側右
ウェイト位置に配置された前記前側右ウェイトの前記前側ウェイト支持部から右方への突
出量は、前記右側クローラ装置が最も前記本体部寄りに配置されたときのその右側クロー
ラ装置と前記前側ウェイト支持部の右側面との間の間隔よりも小さく、前記作業時前側左
ウェイト位置に配置された前記前側左ウェイトの前記前側ウェイト支持部から左方への突
出量は、前記左側クローラ装置が最も前記本体部寄りに配置されたときのその左側クロー
ラ装置と前記前側ウェイト支持部の左側面との間の間隔よりも大きく、前記退避時前側左
ウェイト位置に配置された前記前側左ウェイトの前記前側ウェイト支持部から左方への突
出量は、前記左側クローラ装置が最も前記本体部寄りに配置されたときのその左側クロー
ラ装置と前記前側ウェイト支持部の左側面との間の間隔よりも小さく、前記作業時後側右
ウェイト位置に配置された前記後側右ウェイトの前記後側ウェイト支持部から右方への突
出量は、前記右側クローラ装置が最も前記本体部寄りに配置されたときのその右側クロー
ラ装置と前記後側ウェイト支持部の右側面との間の間隔よりも大きく、前記退避時後側右
ウェイト位置に配置された前記後側右ウェイトの前記後側ウェイト支持部から右方への突
出量は、前記右側クローラ装置が最も前記本体部寄りに配置されたときのその右側クロー
ラ装置と前記後側ウェイト支持部の右側面との間の間隔よりも小さく、前記作業時後側左
ウェイト位置に配置された前記後側左ウェイトの前記後側ウェイト支持部から左方への突
出量は、前記左側クローラ装置が最も前記本体部寄りに配置されたときのその左側クロー
ラ装置と前記後側ウェイト支持部の左側面との間の間隔よりも大きく、前記退避時後側左
ウェイト位置に配置された前記後側左ウェイトの前記後側ウェイト支持部から左方への突
出量は、前記左側クローラ装置が最も前記本体部寄りに配置されたときのその左側クロー
ラ装置と前記後側ウェイト支持部の左側面との間の間隔よりも小さいことが好ましい（請
求項４）。
【００２０】
　この構成によれば、前側右ウェイト、前側左ウェイト、後側右ウェイト及び後側左ウェ
イトのそれぞれの左右方向の幅を大きくしたとしても、クローラクレーンが狭所を走行で
きるようにするために左右のクローラ装置を本体部側へ寄せた場合にそれらのクローラ装
置と対応する各ウェイトとが干渉するのを防ぐことができる。具体的には、この構成では
、各クローラ装置を本体部側に寄せるときに各ウェイトをそれぞれの退避時ウェイト位置
に配置すれば、各ウェイトのウェイト支持部から側方への突出量が対応するクローラ装置
とそのウェイト支持部の対応する側面との間の間隔よりも小さくなるため、各ウェイトの
左右方向の幅を大きくしたとしてもそれら各ウェイトと対応するクローラ装置との干渉を
避けることができる。従って、この構成では、右側クローラ装置及び左側クローラ装置を
カーボディの本体部に寄せてクレーンが狭所を走行できるようにしつつ、その右側クロー
ラ装置と前側右ウェイト及び後側右ウェイトとの干渉及び左側クローラ装置と前側左ウェ
イト及び後側左ウェイトとの干渉を避けるとともに、各ウェイトの左右方向の幅を確保す
ることができる。
【発明の効果】
【００２１】
　以上説明したように、本発明によれば、リフト装置によるカーボディの支持の安定性の
向上を図りつつ、カーボディの前後にウェイトを搭載することによるクローラクレーンの
安定性の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の一実施形態によるクローラクレーンの概略的な側面図である。
【図２】図１に示したクローラクレーンを構成する下部走行体の平面図である。
【図３】クローラクレーンの分解作業又は組立作業が実施される時に左右のクローラ装置
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がカーボディの本体部から最も外側に配置された状態での下部走行体の前部の部分的な平
面図である。
【図４】図３に示した下部走行体のＩＶ－ＩＶ線に沿った部分的な断面図である。
【図５】図３に示した下部走行体の前側ウェイト支持部及び前側ウェイトを前方から後方
に向かって見た図である。
【図６】クローラクレーンの狭所走行時又は搬送時において左右のクローラ装置がカーボ
ディの本体部側に最も寄せられた状態での下部走行体の前部の部分的な平面図である。
【図７】図６に示した下部走行体の前側ウェイト支持部及び前側ウェイトを前方から後方
に向かって見た図である。
【図８】本発明の一実施形態の一変形例によるクローラクレーンの下部走行体の図３に対
応する平面図である。
【図９】図８に示した変形例によるクローラクレーンの下部走行体の図６に対応する平面
図である。
【図１０】本発明の一実施形態の他の変形例によるクローラクレーンの下部走行体の図３
に対応する平面図である。
【図１１】図１０に示した変形例によるクローラクレーンの下部走行体の図６に対応する
平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の一実施形態を図面を参照して説明する。
【００２４】
　まず、図１～図７を参照して、本発明の一実施形態によるクローラクレーンの構成につ
いて説明する。なお、以下の説明において、「前」とは、クローラクレーンの通常の走行
時（前進時）における前方を意味し、「後」とは、クローラクレーンの通常の走行時にお
ける後方を意味する。また、「右」とは、クローラクレーンの前進方向に向かって右方を
意味し、「左」とは、クローラクレーンの前進方向に向かって左方を意味する。
【００２５】
　本実施形態によるクローラクレーンは、図１に示すように、上部旋回体２と、下部走行
体３とを備えている。
【００２６】
　上部旋回体２は、旋回フレーム４と、その旋回フレーム４上に搭載された作業装置６と
を有する。作業装置６は、吊荷の吊り作業（クレーン作業）等を行うためのものである。
具体的には、作業装置６は、ブーム８と、吊りロープ１０と、フック装置１２と、吊用ウ
ィンチ１４と、ガントリ１６と、ガイライン１８と、上部スプレッダ２０と、下部スプレ
ッダ２２と、起伏ロープ２４と、起伏用ウィンチ２６とを有する。
【００２７】
　ブーム８は、旋回フレーム４の前部に起伏自在に取り付けられており、そのブーム８の
先端から吊りロープ１０を介して吊荷を吊るためのフック装置１２が吊り下げられている
。吊用ウィンチ１４は、旋回フレーム４上に搭載されており、吊りロープ１０の巻き取り
／繰り出しを行うことによりフック装置１２の巻き上げ／巻き下げを行う。ガントリ１６
は、旋回フレーム４の後部上に立設されている。ガイライン１８は、その一端がブーム８
の先端部に接続されており、その他端部が上部スプレッダ２０と接続されている。下部ス
プレッダ２２は、ガントリ１６の上端部に設けられており、この下部スプレッダ２２と上
部スプレッダ２０とは互いに離間して配置されている。上部スプレッダ２０と下部スプレ
ッダ２２には、起伏ロープ２４が掛け回されている。起伏用ウィンチ２６は、旋回フレー
ム４上に搭載されており、起伏ロープ２４の巻き取り／繰り出しを行うことにより下部ス
プレッダ２２に対する上部スプレッダ２０の離間距離を縮小／拡大させる。この両スプレ
ッダ２０，２２間の離間距離の縮小／拡大に伴って、ブーム８が起伏される。
【００２８】
　下部走行体３は、上部旋回体２を旋回自在に下から支持するとともに走行を行うもので
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ある。具体的には、下部走行体３は、カーボディ３２（図２参照）と、左側クローラ装置
３４と、右側クローラ装置３６と、左側クローラ変位装置３７と、右側クローラ変位装置
３８と、リフト機構３９と、複数のウェイト４０とを備えている。
【００２９】
　カーボディ３２は、上部旋回体２が上下方向に延びる旋回軸回りに旋回自在となるよう
にその上部旋回体２の旋回フレーム４を下から支持するものである。このカーボディ３２
は、本体部４２と、前側ウェイト支持部４４と、後側ウェイト支持部４６と、左側前アク
スル４８と、左側後アクスル５０と、右側前アクスル５２と、右側後アクスル５４とを有
する。
【００３０】
　本体部４２は、上部旋回体２を下から支持する部分である。本体部４２は、上向きに配
置された旋回座４２ａを有している。上部旋回体２の旋回フレーム４は、この旋回座４２
ａに上から搭載され、その旋回座４２ａによって前記旋回軸回りに旋回自在となるように
保持される。
【００３１】
　前側ウェイト支持部４４は、後述する前側左ウェイト７２及び前側右ウェイト７４を支
持するための部分であり、本体部４２の前端部から前方に突出している。この前側ウェイ
ト支持部４４は、所定の重量を有しており、後述するように前部のカーボディウェイトの
一部としての機能を有する。この前側ウェイト支持部４４は、前側ウェイト支持部本体４
４ａと、２つの前側左支持ブラケット４４ｂと、２つの前側右支持ブラケット４４ｃと、
前側左固定ブラケット４４ｄと、前側右固定ブラケット４４ｅとを有する。
【００３２】
　前側ウェイト支持部本体４４ａは、本体部４２の前端部から前方に突出してカーボディ
３２の前後方向に沿って延び、その左右方向の中心位置がカーボディ３２（本体部４２）
の左右方向の中心位置に一致するように配置されている。また、前側ウェイト支持部本体
４４ａは、上から見て略長方形を呈し、かつ、その長手方向（前後方向）に垂直な断面が
矩形状を呈するように形成されている。前側ウェイト支持部本体４４ａの長手方向に直交
する左右方向の幅（横幅）は、本体部４２の同方向における幅よりも小さい。前側ウェイ
ト支持部本体４４ａは、カーボディ３２の前後方向に延びる左側面４４ｇ及び右側面４４
ｈを有している。また、前側ウェイト支持部本体４４ａの前端、すなわち前側ウェイト支
持部４４の前端は、左側クローラ装置３４及び右側クローラ装置３６がカーボディ３２に
装着された状態でそれら両クローラ装置３４，３６の前端よりも後側に位置する。
【００３３】
　２つの前側左支持ブラケット４４ｂ（図５参照）は、前側左ウェイト７２が取り付けら
れる部分である。この２つの前側左支持ブラケット４４ｂは、前側ウェイト支持部本体４
４ａの左側面４４ｇの前端部から左方に突出するように設けられており、当該左側面４４
ｇの前端部の上端部と下端部とに分かれて配設されている。各前側左支持ブラケット４４
ｂは、水平に配置された平板状に形成されており、上下に貫通する貫通穴を有している。
【００３４】
　２つの前側右支持ブラケット４４ｃは、前側右ウェイト７４が取り付けられる部分であ
る。この２つの前側右支持ブラケット４４ｃの構成は、前記２つの前側左支持ブラケット
４４ｂを左右反転させて前側ウェイト支持部本体４４ａの右側面４４ｈに設けた構成とな
っている。
【００３５】
　前側左固定ブラケット４４ｄ（図４参照）は、前側左ウェイト７２が後述する作業時前
側左ウェイト位置に配置されたときにその位置で前側左ウェイト７２を固定するためのも
のである。この前側左固定ブラケット４４ｄは、前側ウェイト支持部本体４４ａの左側面
４４ｇの前後方向の中間部の上端部から左方に突出するように設けられている。前側左固
定ブラケット４４ｄは、水平に配置された平板状に形成されており、上下に貫通する貫通
穴を有している。
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【００３６】
　前側右固定ブラケット４４ｅ（図６参照）は、前側右ウェイト７４が後述する作業時前
側右ウェイト位置に配置されたときにその位置で前側右ウェイト７４を固定するためのも
のである。この前側右固定ブラケット４４ｅの構成は、前記前側左固定ブラケット４４ｄ
を左右反転させて前側ウェイト支持部本体４４ａの右側面４４ｈに設けた構成となってい
る。
【００３７】
　後側ウェイト支持部４６は、後述する後側左ウェイト７６及び後側右ウェイト７８を支
持するための部分であり、本体部４２の後端部から後方に突出している。この後側ウェイ
ト支持部４６は、所定の重量を有しており、後述するように後部のカーボディウェイトの
一部としての機能を有する。この後側ウェイト支持部４６は、前記前側ウェイト支持部４
４を本体部４２の後端から後方へ延びるように配置したものと同様の構成を有する。具体
的には、後側ウェイト支持部４６は、前記前側ウェイト支持部本体４４ａに対応する後側
ウェイト支持部本体４６ａと、前記２つの前側左支持ブラケット４４ｂに対応する図略の
２つの後側左支持ブラケットと、前記２つの前側右支持ブラケット４４ｃに対応する図略
の２つの後側右支持ブラケットと、前記前側左固定ブラケット４４ｄに対応する図略の後
側左固定ブラケットと、前記前側右固定ブラケット４４ｅに対応する図略の後側右固定ブ
ラケットとを有する。後側ウェイト支持部本体４６ａは、前記前側ウェイト支持部本体４
４ａの左側面４４ｇ及び右側面４４ｈに対応する左側面４６ｇ及び右側面４６ｈを有する
。また、後側ウェイト支持部本体４６ａの後端は、左側クローラ装置３４及び右側クロー
ラ装置３６がカーボディ３２に装着された状態でそれら両クローラ装置３４，３６の後端
よりも前側に位置する。２つの後側左支持ブラケットは、後側左ウェイト７６が取り付け
られる部分であり、２つの後側右支持ブラケットは、後側右ウェイト７８が取り付けられ
る部分である。後側左固定ブラケットは、後側左ウェイト７６が作業時後側左ウェイト位
置に配置されたときにその位置で後側左ウェイト７６を固定するためのものであり、後側
右固定ブラケットは、後側右ウェイト７８が作業時後側右ウェイト位置に配置されたとき
にその位置で後側右ウェイトを固定するためのものである。
【００３８】
　左側前アクスル４８及び左側後アクスル５０は、左側クローラ装置３４を支持するもの
であり、本体部４２から左方に突出してカーボディ３２の左右方向（幅方向）に沿って延
びている。左側前アクスル４８は、本体部４２の前部から左方に突出しており、左側後ア
クスル５０は、本体部４２の後部から左方に突出している。左側前アクスル４８及び左側
後アクスル５０は、左側クローラ装置３４が左右方向に変位可能となるように当該左側ク
ローラ装置３４を支持する。
【００３９】
　右側前アクスル５２及び右側後アクスル５４は、右側クローラ装置３６を支持するもの
であり、本体部４２から右方に突出してカーボディ３２の左右方向（幅方向）に沿って延
びている。右側前アクスル５２は、本体部４２の前部から右方に突出しており、右側後ア
クスル５４は、本体部４２の後部から右方に突出している。右側前アクスル５２は、左側
前アクスル４８と同一直線上に延びており、カーボディ３２の左右方向の中心線に対して
左側前アクスル４８と対称となるように構成されている。また、右側後アクスル５４は、
左側後アクスル５０と同一直線上に延びており、カーボディ３２の左右方向の中心線に対
して左側後アクスル５０と対称となるように構成されている。そして、右側前アクスル５
２及び右側後アクスル５４は、右側クローラ装置３６が左右方向に変位可能となるように
当該右側クローラ装置３６を支持する。
【００４０】
　左側クローラ装置３４と右側クローラ装置３６は、クローラクレーンを走行させるため
に用いられるものであり、カーボディ３２の左右に分かれて配置されている。左側クロー
ラ装置３４及び右側クローラ装置３６は、カーボディ３２の前後方向に延びており、互い
に等しい長さを有している。カーボディ３２の前後方向における両クローラ装置３４，３
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６の前端の位置は、互いに同じ位置であり、カーボディ３２の前後方向における両クロー
ラ装置３４，３６の後端の位置は、互いに同じ位置である。左側クローラ装置３４は、左
側前アクスル４８及び左側後アクスル５０に沿ってカーボディ３２の左右方向に移動可能
となるようにそれら両アクスル４８，５０に支持される図略の左側クローラフレームと、
その左側クローラフレームの周りを周回移動可能となるように当該左側クローラフレーム
に取り付けられる左側クローラベルト３４ｂと、左側クローラベルト３４ｂを周回移動さ
せるための図略の左側駆動機構とを有する。右側クローラ装置３６は、左側クローラ装置
３４と同様の構成を有しており、前記左側クローラフレームに対応する右側クローラフレ
ーム３６ａと、前記左側クローラベルト３４ｂに対応する右側クローラベルト３６ｂと、
前記左側駆動機構に対応する右側駆動機構とを有する。クローラクレーンの走行時には、
各駆動機構によって対応する各クローラベルト３４ｂ，３６ｂが周回移動させられること
によりクローラクレーンの走行が行われる。
【００４１】
　左側クローラ変位装置３７は、左側クローラ装置３４を左側前アクスル４８及び左側後
アクスル５０に沿って左右方向に変位させるものである。この左側クローラ変位装置３７
は、左側前アクスル４８と左側後アクスル５０との間の領域において本体部４２と左側ク
ローラフレームとの間に架設され、カーボディ３２の左右方向に伸縮することにより左側
クローラフレームを本体部４２の左側端に対して離反／接近させる油圧シリンダからなる
。
【００４２】
　右側クローラ変位装置３８は、右側クローラ装置３６を右側前アクスル５２及び右側後
アクスル５４に沿って左右方向に変位させるものである。この右側クローラ変位装置３８
は、右側前アクスル５２と右側後アクスル５４との間の領域において本体部４２と右側ク
ローラフレーム３６ａとの間に架設され、カーボディ３２の左右方向に伸縮することによ
り右側クローラフレーム３６ａを本体部４２の右側端に対して離反／接近させる油圧シリ
ンダからなる。
【００４３】
　クローラクレーンにおいて吊り作業が実施される時には、左右のクローラ変位装置３７
，３８により左右のクローラ装置３４，３６が本体部４２から左右方向（幅方向）におい
て最も外側に離れた位置（図２及び図３参照）に配置される。一方、クローラクレーンの
狭所走行時又は搬送時には、左右のクローラ変位装置３７，３８により左右のクローラ装
置３４，３６が本体部４２側に最も寄った位置（図６参照）に配置される。
【００４４】
　リフト機構３９は、クローラクレーンが設置される設置面に対してカーボディ３２を持
ち上げるためのものである。リフト機構３９は、カーボディ３２の本体部４２から張り出
す、前側左リフト装置５８、前側右リフト装置６０、後側左リフト装置６２及び後側右リ
フト装置６４を備えている。
【００４５】
　前側左リフト装置５８と前側右リフト装置６０は、カーボディ３２の本体部４２の前部
を設置面に対して持ち上げて支えるためのものである。これら前側左リフト装置５８と前
側右リフト装置６０は、前側ウェイト支持部４４の左右に分かれて配置されている。前側
左リフト装置５８及び前側右リフト装置６０は、各々の前側格納位置と前側支持位置と前
側吊作業時位置とを取り得るように各々の基端部を中心として縦軸回りに回動可能となる
ように本体部４２の前端部に取り付けられている。
【００４６】
　前側左リフト装置５８と前側右リフト装置６０は、例えばクローラクレーンの走行時や
搬送時等に各々の前側格納位置（図６参照）に配置される。前側左リフト装置５８は、そ
の前側格納位置では上方から見て本体部４２の前端部から前方へ前側ウェイト支持部本体
４４ａの左側面４４ｇに沿って延びるように配置され、前側右リフト装置６０は、その前
側格納位置では上方から見て本体部４２の前端部から前方へ前側ウェイト支持部本体４４
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ａの右側面４４ｈに沿って延びるように配置される。前側左リフト装置５８及び前側右リ
フト装置６０は、前側格納位置では本体部４２の前部を設置面に対して持ち上げない。
【００４７】
　また、前側左リフト装置５８と前側右リフト装置６０は、クローラクレーンの分解時や
組立時、具体的には左側アクスル４８，５０に対する左側クローラ装置３４の着脱と右側
アクスル５２，５４に対する右側クローラ装置３６の着脱を実施する時等に、本体部４２
の前部を設置面に対して持ち上げて支えるための各々の前側支持位置（図３参照）に配置
される。前側左リフト装置５８は、その前側支持位置では上方から見て本体部４２の前端
部から前方へ向かうにつれて前側ウェイト支持部本体４４ａの左側面４４ｇから左側方へ
徐々に離反するように斜めに延び、前側右リフト装置６０は、その前側支持位置では上方
から見て本体部４２の前端部から前方へ向かうにつれて前側ウェイト支持部本体４４ａの
右側面４４ｈから右側方へ徐々に離反するように斜めに延びる。
【００４８】
　また、前側左リフト装置５８と前側右リフト装置６０は、クローラクレーンにおいて吊
荷の吊り作業が実施される時に、各々の前側吊作業時位置（図示せず）に配置される。前
側左リフト装置５８は、その前側吊作業時位置では左側前アクスル４８の前面に沿って左
方へ延び、前側右リフト装置６０は、その前側吊作業時位置では右側前アクスル５２の前
面に沿って右方へ延びる。前側左リフト装置５８及び前側右リフト装置６０は、前側吊作
業時位置では本体部４２の前部を設置面に対して持ち上げない。
【００４９】
　前側左リフト装置５８は、アーム５８ａと、油圧シリンダ５８ｂと、接地部材５８ｃと
を有する。アーム５８ａは、本体部４２の前端部から水平に張り出すように設けられる部
材であり、その基端部が本体部４２の前端部のうち前側ウェイト支持部本体４４ａの左側
面４４ｇに隣接した部位に取り付けられている。このアーム５８ａの基端部は、上下方向
に延びる縦軸回りに回動可能となるように本体部４２の前端部に取り付けられている。油
圧シリンダ５８ｂは、アーム５８ａの先端部に設けられている。前側左リフト装置５８が
前側支持位置に配置されて本体部４２の前部を設置面に対して持ち上げるときには、この
油圧シリンダ５８ｂは、設置面に対して垂直に配置され、当該油圧シリンダ５８ｂの図略
のロッド部の下端に接地部材５８ｃが取り付けられる。また、油圧シリンダ５８ｂは、ア
ーム５８ａの上面に沿うように配置することも可能となっており、前側左リフト装置５８
が前側格納位置に配置されるときには、油圧シリンダ５８ｂのロッド部から接地部材５８
ｃを取り外した後、その油圧シリンダ５８ｂを収縮させた状態でアーム５８ａの上面に沿
うように配置する。
【００５０】
　前側右リフト装置６０は、前側左リフト装置５８と同様に構成されており、前記アーム
５８ａに対応するアーム６０ａと、前記油圧シリンダ５８ｂに対応する油圧シリンダ６０
ｂと、前記接地部材５８ｃに対応する接地部材６０ｃとを有する。
【００５１】
　後側左リフト装置６２と後側右リフト装置６４は、本体部４２の後部を設置面に対して
持ち上げて支えるためのものである。これら後側左リフト装置６２と後側右リフト装置６
４は、後側ウェイト支持部４６の左右に分かれて配置されている。後側左リフト装置６２
及び後側右リフト装置６４は、各々の後側格納位置と後側支持位置と後側吊作業時位置と
を取り得るように各々の基端部を中心として縦軸回りに回動可能となるように本体部４２
の後端部に取り付けられている。
【００５２】
　後側左リフト装置６２と後側右リフト装置６４は、例えばクローラクレーンの走行時や
搬送時等に各々の後側格納位置に配置される。後側左リフト装置６２は、その後側格納位
置では本体部４２の後端部から後方へ後側ウェイト支持部本体４６ａの左側面４６ｇに沿
って延びるように配置され、後側右リフト装置６４は、その後側格納位置では本体部４２
の後端部から後方へ後側ウェイト支持部本体４６ａの右側面４６ｈに沿って延びるように
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配置される。後側左リフト装置６２及び後側右リフト装置６４は、後側格納位置では本体
部４２の後部を設置面に対して持ち上げない。
【００５３】
　また、後側左リフト装置６２と後側右リフト装置６４は、クローラクレーンの分解時や
組立時、具体的には左側アクスル４８，５０に対する左側クローラ装置３４の着脱と右側
アクスル５２，５４に対する右側クローラ装置３６の着脱を実施する時等に、本体部４２
の後部を設置面に対して持ち上げて支えるための各々の後側支持位置に配置される。後側
左リフト装置６２は、その後側支持位置では上方から見て本体部４２の後端部から後方へ
向かうにつれて後側ウェイト支持部本体４６ａの左側面４６ｇから左側方へ徐々に離反す
るように斜めに延び、後側右リフト装置６４は、その後側支持位置では上方から見て本体
部４２の後端部から後方へ向かうにつれて後側ウェイト支持部本体４６ａの右側面４６ｈ
から右側方へ徐々に離反するように斜めに延びる。
【００５４】
　また、後側左リフト装置６２と後側右リフト装置６４は、クローラクレーンにおいて吊
荷の吊り作業が実施される時に、各々の後側吊作業時位置（図示せず）に配置される。後
側左リフト装置６２は、その後側吊作業時位置では左側後アクスル５０の後面に沿って左
方へ延び、後側右リフト装置６４は、その後側吊作業時位置では右側後アクスル５４の後
面に沿って右方へ延びる。後側左リフト装置６２及び後側右リフト装置６４は、後側吊作
業時位置では本体部４２の後部を設置面に対して持ち上げない。
【００５５】
　後側左リフト装置６２と後側右リフト装置６４の具体的な構造は、前記前側左リフト装
置５８と前記前側右リフト装置６０の構造と同様である。
【００５６】
　クローラクレーンの分解や組立（クローラ装置３４，３６の着脱）が実施されるときに
は、各リフト装置５８，６０，６２，６４が各々の支持位置に配置されるとともに、その
各リフト装置５８，６０，６２，６４の油圧シリンダが設置面に対して垂直に配置される
。そして、それらの油圧シリンダのロッド部の下端に接地部材が取り付けられ、その状態
で各油圧シリンダが同様に伸長することにより各接地部材が設置面に接触し、その後、さ
らに各油圧シリンダが同様に伸長することによってカーボディ３２が設置面に対して持ち
上げられる。
【００５７】
　複数のウェイト４０は、カーボディ３２を安定させるために当該カーボディ３２に搭載
されるものである。なお、これらのウェイト４０と前記前側ウェイト支持部４４及び前記
後側ウェイト支持部４６とによって、カーボディウェイトが構成されている。複数のウェ
イト４０は、前側左ウェイト７２、前側右ウェイト７４、後側左ウェイト７６及び後側右
ウェイト７８によって構成される。これら各ウェイト７２，７４，７６，７８は、等しい
重量を有している。前側左ウェイト７２及び前側右ウェイト７４と前記前側ウェイト支持
部４４とによって、カーボディ３２の前部のカーボディウェイトが構成されており、後側
左ウェイト７６及び後側右ウェイト７８と前記後側ウェイト支持部４６とによって、カー
ボディ３２の後部のカーボディウェイトが構成されている。
【００５８】
　前側左ウェイト７２は、カーボディ３２の左右方向の中心に対して左寄りに位置するよ
うに前側ウェイト支持部４４に搭載されており、前側右ウェイト７４は、カーボディ３２
の左右方向の中心に対して右寄りに位置するように前側ウェイト支持部４４に搭載されて
いる。また、後側左ウェイト７６は、カーボディ３２の左右方向の中心に対して左寄りに
位置するように後側ウェイト支持部４６に搭載されており、後側右ウェイト７８は、カー
ボディ３２の左右方向の中心に対して右寄りに位置するように後側ウェイト支持部４６に
搭載されている。
【００５９】
　具体的には、前側ウェイト支持部４４は、前側左ウェイト７２が上下方向に延びる縦軸



(16) JP 2012-197155 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

回りに作業時前側左ウェイト位置（図３参照）と退避時前側左ウェイト位置（図６参照）
との間で回動可能となるようにその前側左ウェイト７２を支持するとともに、前側右ウェ
イト７４が上下方向に延びる縦軸回りに作業時前側右ウェイト位置（図３参照）と退避時
前側右ウェイト位置（図６参照）との間で回動可能となるようにその前側右ウェイト７４
を支持している。
【００６０】
　作業時前側左ウェイト位置は、前側左ウェイト７２が前側ウェイト支持部４４の左外側
に配置されるとともに前側ウェイト支持部４４の前端部の位置から前側ウェイト支持部本
体４４ａの左側面４４ｇに沿って後方へ延びるように配置される位置である。この作業時
前側左ウェイト位置では、前側左ウェイト７２は、左側クローラ装置３４の前端よりも後
側に配置される。また、作業時前側左ウェイト位置に配置された前側左ウェイト７２の後
部は、前側支持位置に配置された前側左リフト装置５８と前側ウェイト支持部本体４４ａ
の左側面４４ｇとの間のスペースに配置される。前側左ウェイト７２は、クローラクレー
ンの分解時や組立時、吊荷の吊り作業時等にこの作業時前側左ウェイト位置に配置される
。退避時前側左ウェイト位置は、前側左ウェイト７２が作業時前側左ウェイト位置よりも
前側でかつ前側格納位置にある前側左リフト装置５８よりも前側に配置される位置であっ
て、作業時前側左ウェイト位置から１８０度前方に回動した位置である。この退避時前側
左ウェイト位置では、前側左ウェイト７２の後述する前側左ウェイト本体７２ａは、前側
ウェイト支持部４４の前端の前方に配置され、それに伴って、前側ウェイト支持部４４の
左外側にスペースが確保される。前側左ウェイト７２は、クローラクレーンの走行時や搬
送時等にこの退避時前側左ウェイト位置に配置される。
【００６１】
　また、作業時前側右ウェイト位置は、前側右ウェイト７４が前側ウェイト支持部４４の
右外側に配置されるとともに前側ウェイト支持部４４の前端部の位置から前側ウェイト支
持部本体４４ａの右側面４４ｈに沿って後方へ延びるように配置される位置である。この
作業時前側右ウェイト位置では、前側右ウェイト７４は、右側クローラ装置３６の前端よ
りも後側に配置される。また、作業時前側右ウェイト位置に配置された前側右ウェイト７
４の後部は、前側支持位置に配置された前側右リフト装置６０と前側ウェイト支持部本体
４４ａの右側面４４ｈとの間のスペースに配置される。前側右ウェイト７４は、クローラ
クレーンの分解時や組立時、吊荷の吊り作業時等にこの作業時前側右ウェイト位置に配置
される。退避時前側右ウェイト位置は、前側右ウェイト７４が作業時前側右ウェイト位置
よりも前側でかつ前側格納位置にある前側右リフト装置６０よりも前側に配置される位置
であって、作業時前側右ウェイト位置から１８０度前方に回動した位置である。この退避
時前側右ウェイト位置では、前側右ウェイト７４の後述する前側右ウェイト本体７４ａは
、前側ウェイト支持部４４の前端の前方に配置され、それに伴って、前側ウェイト支持部
４４の右外側にスペースが確保される。前側右ウェイト７４は、クローラクレーンの走行
時や搬送時等にこの退避時前側右ウェイト位置に配置される。退避時前側左ウェイト位置
に配置された前側左ウェイト７２と退避時前側右ウェイト位置に配置された前側右ウェイ
ト７４は、その前側左ウェイト７２の右側面と前側右ウェイト７４の左側面とが近接した
状態でカーボディ３２の左右方向（幅方向）の中心位置を境に互いに向き合うように配置
される。
【００６２】
　前側左ウェイト７２は、前側左ウェイト本体７２ａと、２つの前側左ウェイト取付ブラ
ケット７２ｂと、前側左ウェイト作業時固定ブラケット７２ｃと、前側左ウェイト退避時
固定ブラケット７２ｄとを有する。
【００６３】
　前側左ウェイト本体７２ａは、前側左ウェイト７２の大部分を占めるものであり、略直
方体状に形成された重量物である。
【００６４】
　２つの前側左ウェイト取付ブラケット７２ｂ（図５参照）は、前記２つの前側左支持ブ
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ラケット４４ｂの対応するものに取り付けられる部分である。この２つの前側左ウェイト
取付ブラケット７２ｂは、前側左ウェイト本体７２ａのうち前側左ウェイト７２が作業時
前側左ウェイト位置に配置されたときに前方を向く面において右端部となる部位に設けら
れており、その部位の上端部と下端部とに分かれて配設されている。各前側左ウェイト取
付ブラケット７２ｂは、水平に配置された平板状に形成され、互いに上下に僅かに離間し
て配置された２枚のブラケット板７２ｇからなる。各ブラケット板７２ｇには、互いに対
応する位置に上下に貫通する貫通穴が設けられている。各前側左ウェイト取付ブラケット
７２ｂの２枚のブラケット板７２ｇの間には、前記２つの前側左支持ブラケット４４ｂの
うちの対応するものが挿入され、その状態で各前側左ウェイト取付ブラケット７２ｂの２
枚のブラケット板７２ｇに設けられた貫通穴とその２枚のブラケット板７２ｇ間に挿入さ
れた前側左支持ブラケット４４ｂに設けられた貫通穴にウェイト支持ピン７２ｈがそれぞ
れ挿入されている。前側左ウェイト７２は、ウェイト支持ピン７２ｈを軸として前記作業
時前側左ウェイト位置と前記退避時前側左ウェイト位置との間で回動可能となっている。
【００６５】
　ウェイト支持ピン７２ｈの上端部は、それよりも下の部位に比べて拡径されており、上
側のブラケット板７２ｇの上側に配置されている。このウェイト支持ピン７２ｈの上端部
の外径は、前側左支持ブラケット４４ｂに設けられた貫通穴及び各ブラケット板７２ｇに
設けられた貫通穴よりも大径となっており、ウェイト支持ピン７２ｈがそれらの貫通穴を
通じて下方に脱落しないようになっている。また、ウェイト支持ピン７２ｈの下端部は、
下側のブラケット板７２ｇから下方に突出しており、その下端部には、径方向に貫通する
穴部が設けられている。この穴部には、抜け止め部材７２ｉの所定の部位が挿嵌されてい
る。この抜け止め部材７２ｉにより、前記２枚のブラケット板７２ｇの貫通穴及び前側左
支持ブラケット４４ｂの貫通穴に挿入されたウェイト支持ピン７２ｈがそれらの貫通穴か
ら上方へ抜け出るのが防止される。なお、抜け止め部材７２ｉは、ウェイト支持ピン７２
ｈに対して着脱可能となっている。抜け止め部材７２ｉをウェイト支持ピン７２ｈから取
り外せば、ウェイト支持ピン７２ｈをそれが挿入された前記各貫通穴から上方へ抜き出す
ことが可能である。そして、ウェイト支持ピン７２ｈを前記各貫通穴から抜き出せば、前
側左ウェイト７２を前側左支持ブラケット４４ｂから取り外すことが可能となる。
【００６６】
　前側左ウェイト作業時固定ブラケット７２ｃ（図４参照）は、前側左ウェイト７２が作
業時前側左ウェイト位置に配置されたときにウェイト固定ピン７２ｋを介して前記前側左
固定ブラケット４４ｄに連結されるものである。この前側左ウェイト作業時固定ブラケッ
ト７２ｃは、前側左ウェイト本体７２ａのうち前記前側左ウェイト取付ブラケット７２ｂ
が設けられた面と反対側の面、すなわち、前側左ウェイト７２が作業時前側左ウェイト位
置に配置されたときに後方を向く面において右端部となる部位の上端部に設けられている
。前側左ウェイト作業時固定ブラケット７２ｃは、水平に配置された平板状に形成され、
互いに上下に僅かに離間して配置された２枚のブラケット板７２ｎからなる。各ブラケッ
ト板７２ｎには、互いに対応する位置に上下に貫通する貫通穴が設けられている。前側左
ウェイト７２が作業時前側左ウェイト位置に配置されたときには、前側左ウェイト作業時
固定ブラケット７２ｃの２枚のブラケット板７２ｎの間に前記前側左固定ブラケット４４
ｄが挿入される。その状態で、各ブラケット板７２ｎに設けられた貫通穴と前側左固定ブ
ラケット４４ｄに設けられた貫通穴とにウェイト固定ピン７２ｋが挿入されることによっ
て、前側左ウェイト作業時固定ブラケット７２ｃと前側左固定ブラケット４４ｄとが連結
され、前側左ウェイト７２が作業時前側左ウェイト位置で固定される。ウェイト固定ピン
７２ｋの構成は、前記ウェイト支持ピン７２ｈの構成と同様である。このウェイト固定ピ
ン７２ｋは、前記抜け止め部材７２ｉと同様の抜け止め部材７２ｐによって当該ウェイト
固定ピン７２ｋが挿入された貫通穴から抜け止めされる。
【００６７】
　前側左ウェイト退避時固定ブラケット７２ｄ（図７参照）は、前側左ウェイト７２が退
避時前側左ウェイト位置に配置されたときに後述する前側右ウェイト退避時固定ブラケッ
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ト７４ｄに連結されるものである。この前側左ウェイト退避時固定ブラケット７２ｄは、
前側左ウェイト本体７２ａのうち前側左ウェイト７２が退避時前側左ウェイト位置に配置
されたときに前方を向く面（前記前側左ウェイト作業時固定ブラケット７２ｃが設けられ
た面と同じ面）において右端部となる部位の上端部に設けられている。前側左ウェイト退
避時固定ブラケット７２ｄは、水平に配置された平板状に形成され、互いに上下に僅かに
離間して配置された２枚のブラケット板７２ｑからなる。各ブラケット板７２ｑには、互
いに対応する位置に上下に貫通する貫通穴が設けられている。
【００６８】
　前側右ウェイト７４は、前側右ウェイト本体７４ａと、２つの前側右ウェイト取付ブラ
ケット７４ｂと、前側右ウェイト作業時固定ブラケット７４ｃと、前側右ウェイト退避時
固定ブラケット７４ｄとを有する。前側右ウェイト本体７４ａ、２つの前側右ウェイト取
付ブラケット７４ｂ及び前側右ウェイト作業時固定ブラケット７４ｃは、前記前側左ウェ
イト本体７２ａ、前記２つの前側左ウェイト取付ブラケット７２ｂ及び前記前側左ウェイ
ト作業時固定ブラケット７２ｃと左右対称となるように配置されていること以外はそれら
と同様の機能及び構成を有するものである。２つの前側右ウェイト取付ブラケット７４ｂ
（図５参照）は、前記２つの前側右支持ブラケット４４ｃの対応するものにウェイト支持
ピン７４ｈを介してそれぞれ取り付けられ、各ウェイト支持ピン７４ｈは、前記抜け止め
部材７２ｉと同様の抜け止め部材７４ｉによって、それが挿入された前側右ウェイト取付
ブラケット７４ｂの貫通穴及び前側右支持ブラケット４４ｃの貫通穴から抜け出ないよう
に抜け止めされている。前側右ウェイト作業時固定ブラケット７４ｃは、前側右ウェイト
７４が作業時前側右ウェイト位置に配置されたときにウェイト固定ピンを介して前記前側
右固定ブラケット４４ｅに連結される。
【００６９】
　前側右ウェイト退避時固定ブラケット７４ｄ（図７参照）は、前側右ウェイト７４が退
避時前側右ウェイト位置に配置されたときにウェイト固定ピン７５ａを介して前側左ウェ
イト退避時固定ブラケット７２ｄに連結される。前側右ウェイト退避時固定ブラケット７
４ｄは、前側右ウェイト本体７４ａのうち前側右ウェイト７４が退避時前側右ウェイト位
置に配置されたときに前方を向く面において左端部となる部位の上端部に設けられている
。前側右ウェイト退避時固定ブラケット７４ｄは、水平に配置された平板状に形成されて
おり、上下に貫通する貫通穴を有する。
【００７０】
　前側左ウェイト７２が退避時前側左ウェイト位置に配置されるとともに前側右ウェイト
７４が退避時前側右ウェイト位置に配置されたときには、前側左ウェイト退避時固定ブラ
ケット７２ｄの２枚のブラケット板７２ｑの間に前側右ウェイト退避時固定ブラケット７
４ｄが挿入される。その状態で、前側左ウェイト退避時固定ブラケット７２ｄの２枚のブ
ラケット板７２ｑに設けられた貫通穴と前側右ウェイト退避時固定ブラケット７４ｄに設
けられた貫通穴とにウェイト固定ピン７５ａが挿入され、それによって前側左ウェイト退
避時固定ブラケット７２ｄと前側右ウェイト退避時固定ブラケット７４ｄとが連結され、
前側左ウェイト７２が退避時前側左ウェイト位置で固定されるとともに前側右ウェイト７
４が退避時前側右ウェイト位置で固定される。また、ウェイト固定ピン７５ａは、前記抜
け止め部材７２ｉと同様の抜け止め部材７５ｂによってそれら挿入された貫通穴から抜け
出ないように抜け止めされる。
【００７１】
　後側左ウェイト７６及び後側右ウェイト７８の構成は、前記前側右ウェイト７２及び前
記前側右ウェイト７４の構成と同様である。また、後側左ウェイト７６及び後側右ウェイ
ト７８は、前側ウェイト支持部４４に対する前側左ウェイト７２及び前側右ウェイト７４
の取付構造と同様の取付構造で後側ウェイト支持部４６に対して取り付けられている。こ
のため、後側左ウェイト７６及び後側右ウェイト７８の構成及びそれら両ウェイト７６，
７８の後側ウェイト支持部４６に対する取付構造についての説明は省略する。
【００７２】
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　以上説明したように、本実施形態では、前側ウェイト支持部４４に前側左ウェイト７２
と前側右ウェイト７４が搭載されているため、それら両ウェイト７２，７４の合計重量で
カーボディ３２の前部に搭載すべきウェイトの重量を確保することができる一方、後側ウ
ェイト支持部４６に後側左ウェイト７６と後側右ウェイト７８が搭載されているため、そ
れら両ウェイト７６，７８の合計重量でカーボディ３２の後部に搭載すべきウェイトの重
量を確保することができる。
【００７３】
　しかも、本実施形態では、張り出し長さの大きい前側左リフト装置５８及び前側右リフ
ト装置６０を各々の前側格納位置に配置するときに前側左ウェイト７２を退避時前側左ウ
ェイト位置に配置するとともに前側右ウェイト７４を退避時前側右ウェイト位置に配置す
れば、前側左ウェイト７２は前側左リフト装置５８よりも前側に配置されるとともに前側
右ウェイト７４は前側右リフト装置６０よりも前側に配置されるため、それら前側の両リ
フト装置５８，６０と対応する前側の左右のウェイト７２，７４とは干渉しない。このた
め、前側の両リフト装置５８，６０と対応する前側の左右のウェイト７２，７４との干渉
を避けつつ、前側の両リフト装置５８，６０の本体部４２からの張り出し長さを大きくす
ることができる。また、同様の作用により、後側の両リフト装置６２，６４と対応する後
側の左右のウェイト７６，７８との干渉を避けつつ、後側の両リフト装置６２，６４の本
体部４２からの張り出し長さを大きくすることができる。
【００７４】
　また、本実施形態では、各ウェイト７２，７４，７６，７８の左右方向の幅（横幅）を
大きくしても、各リフト装置５８，６０，６２，６４を各々の格納位置に配置するときに
各ウェイト７２，７４，７６，７８を各々の退避時ウェイト位置に配置すれば、それら各
ウェイト７２，７４，７６，７８と対応する各リフト装置５８，６０，６２，６４との干
渉を回避することができる。
【００７５】
　また、本実施形態では、前側の左右のウェイト７２，７４は、各々の作業時ウェイト位
置において前側ウェイト支持部本体４４ａの対応する側面に沿うように配置され、後側の
左右のウェイト７６，７８は、各々の作業時ウェイト位置において後側ウェイト支持部本
体４６ａの対応する側面に沿うように配置されるため、前側のウェイト７２，７４の高さ
が前側ウェイト支持部上に前側ウェイトを積載するような構成における前側ウェイトの高
さと等しく、後側のウェイト７６，７８の高さが後側ウェイト支持部上に後側ウェイトを
積載するような構成における後側ウェイトの高さと等しい場合であっても、前側ウェイト
支持部４４の上面から上方への前側のウェイト７２，７４の突出量及び後側ウェイト支持
部４６の上面から上方への後側のウェイト７６，７８の突出量を抑えることができる。こ
のため、上部旋回体２と各ウェイト７２，７４，７６，７８との干渉を回避しつつ、各ウ
ェイト７２，７４，７６，７８の高さを確保することができる。
【００７６】
　また、本実施形態では、各ウェイト７２，７４，７６，７８の前後方向の長さを大きく
しても、前側の左右のウェイト７２，７４は、各々の作業時ウェイト位置に配置されれば
前側ウェイト支持部４４の前端部の位置から後方へ延びるように配置され、後側の左右の
ウェイト７６，７８は、各々の作業時ウェイト位置に配置されれば後側ウェイト支持部４
６の後端部の位置から前方へ延びるように配置されるため、吊り作業時に本体部４２側に
接近する吊荷と各ウェイト７２，７４，７６，７８との干渉を回避することができる。そ
の結果、吊荷と各ウェイト７２，７４，７６，７８との干渉を回避しつつ、各ウェイト７
２，７４，７６，７８の前後方向の長さを確保することができる。
【００７７】
　従って、本実施形態では、格納位置に配置された各リフト装置５８，６０，６２，６４
と対応する各ウェイト７２，７４，７６，７８との干渉、上部旋回体２と各ウェイト７２
，７４，７６，７８との干渉及びクレーン作業時の吊荷と各ウェイト７２，７４，７６，
７８との干渉を回避しつつ、各リフト装置５８，６０，６２，６４の張り出し長さを拡大
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してカーボディ３２の支持の安定性の向上を図るとともに、各ウェイト７２，７４，７６
，７８のサイズを確保してクレーンの安定性を十分に向上するために必要な重量分のウェ
イトをカーボディ３２に搭載することができる。
【００７８】
　また、本実施形態では、各ウェイト７２，７４，７６，７８を縦軸回りに回動させて各
々の作業時ウェイト位置と退避時ウェイト位置との間で変位させることができるため、各
ウェイト７２，７４，７６，７８の重量を支持することなく、各ウェイト７２，７４，７
６，７８を作業時ウェイト位置と退避時ウェイト位置との間で変位させることができる。
このため、例えば作業者が各ウェイト７２，７４，７６，７８を作業時ウェイト位置と退
避時ウェイト位置との間で変位させる場合に各ウェイト７２，７４，７６，７８を軽い力
で変位させることができる。
【００７９】
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範
囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味及び範囲内でのすべての変更が含
まれる。
【００８０】
　例えば、上記実施形態の一変形例として、各ウェイト７２，７４，７６，７８の左右方
向の幅を上記実施形態の場合よりも大きくしてもよい（図８及び図９参照）。そして、こ
の場合には、前側左ウェイト７２を作業時前側左ウェイト位置に配置したとき（図８参照
）の前側ウェイト支持部本体４４ａから左方への前側左ウェイト７２の突出量が左側クロ
ーラ装置３４を最も本体部４２寄りに配置したとき（図９参照）のその左側クローラ装置
３４と前側ウェイト支持部本体４４ａの左側面４４ｇとの間の間隔よりも大きくてもよく
、前側右ウェイト７４を作業時前側右ウェイト位置に配置したとき（図８参照）の前側ウ
ェイト支持部本体４４ａから右方への前側右ウェイト７４の突出量が右側クローラ装置３
６を最も本体部４２寄りに配置したとき（図９参照）のその右側クローラ装置３６と前側
ウェイト支持部本体４４ａの右側面４４ｈとの間の間隔よりも大きくてもよい。同様に、
後側左ウェイト７６を作業時後側左ウェイト位置に配置したときの後側ウェイト支持部本
体４６ａから左方への突出量が左側クローラ装置３４を最も本体部４２寄りに配置したと
きのその左側クローラ装置３４と後側ウェイト支持部本体４６ａの左側面との間の間隔よ
りも大きくてもよく、後側右ウェイト７８を作業時後側右ウェイト位置に配置したときの
後側ウェイト支持部本体４６ａから右方への後側右ウェイト７８の突出量が右側クローラ
装置３６を最も本体部４２寄りに配置したときのその右側クローラ装置３６と後側ウェイ
ト支持部本体４６ａの右側面との間の間隔よりも大きくてもよい。
【００８１】
　この変形例において、各ウェイト７２，７４，７６，７８を各々の退避時ウェイト位置
（図９参照）に配置すれば、前側ウェイト支持部本体４４ａの左側面４４ｇから左方への
前側左ウェイト７２の突出量及び後側ウェイト支持部本体４６ａの左側面４６ｇから左方
への後側左ウェイト７６の突出量は、左側クローラ装置３４を最も本体部４２寄りに配置
したときのその左側クローラ装置３４と前側ウェイト支持部本体４４ａの左側面４４ｇ及
び後側ウェイト支持部本体４６ａの左側面４６ｇとの間の間隔よりも小さくなり、前側ウ
ェイト支持部本体４４ａの右側面４４ｈから右方への前側右ウェイト７４の突出量及び後
側ウェイト支持部本体４６ａの右側面４６ｈから右方への後側右ウェイト７８の突出量は
、右側クローラ装置３６を最も本体部４２寄りに配置したときのその右側クローラ装置３
６と前側ウェイト支持部本体４４ａの右側面４４ｈ及び後側ウェイト支持部本体４６ａの
右側面４６ｈとの間の間隔よりも小さくなる。このため、各ウェイト７２，７４，７６，
７８の左右方向の幅を大きくしたとしても、左側クローラ装置３４及び右側クローラ装置
３６をカーボディ３２の本体部４２側に寄せるときに各ウェイト７２，７４，７６，７８
を各々の退避時ウェイト位置に配置すれば、前側左ウェイト７２及び後側左ウェイト７６
と左側クローラ装置３４との干渉を避けることができるとともに前側右ウェイト７４及び
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後側右ウェイト７８と右側クローラ装置３６との干渉を避けることができる。従って、こ
の変形例では、左側クローラ装置３４及び右側クローラ装置３６をカーボディ３２の本体
部４２に寄せてクローラクレーンの左右方向の幅を縮小できるようにしつつ、その左側ク
ローラ装置３４と前側左ウェイト７２及び後側左ウェイト７６との干渉及び右側クローラ
装置３６と前側右ウェイト７４及び後側右ウェイト７８との干渉を避けるとともに、各ウ
ェイト７２，７４，７６，７８の左右方向の幅を拡大してそれらのウェイトの重量の増大
によるクレーンの安定効果の向上を図ることができる。
【００８２】
　また、上記実施形態の他の変形例として、前側ウェイト支持部４４の前端の位置がクロ
ーラ装置３４，３６の前端よりも前側に位置し（図１０及び図１１参照）、後側ウェイト
支持部４６の後端の位置がクローラ装置３４，３６の後端の位置よりも後側に位置してい
てもよい。この場合には、各ウェイト７２，７４，７６，７８を各々の退避時ウェイト位
置（図１１参照）に配置すれば、前側の左右のウェイト７２，７４がクローラ装置３４，
３６の前端よりも前側に配置されるとともに後側の左右のウェイト７６，７８がクローラ
装置３４，３６の後端よりも後側に配置される。そのため、各ウェイト７２，７４，７６
，７８の左右方向の幅を大きくしたとしても、左側クローラ装置３４及び右側クローラ装
置３６をカーボディ３２の本体部４２側に寄せるときに各ウェイト７２，７４，７６，７
８を各々の退避時ウェイト位置に配置すれば、前側左ウェイト７２及び後側左ウェイト７
６と左側クローラ装置３４との干渉を避けることができるとともに前側右ウェイト７４及
び後側右ウェイト７８と右側クローラ装置３６との干渉を避けることができる。このため
、この変形例でも、図８及び図９に示した変形例と同様、左側クローラ装置３４及び右側
クローラ装置３６をカーボディ３２の本体部４２に寄せてクローラクレーンの左右方向の
幅を縮小できるようにしつつ、その左側クローラ装置３４と前側左ウェイト７２及び後側
左ウェイト７６との干渉及び右側クローラ装置３６と前側右ウェイト７４及び後側右ウェ
イト７８との干渉を避けるとともに、各ウェイト７２，７４，７６，７８の左右方向の幅
を拡大してそれらのウェイトの重量の増大によるクレーンの安定効果の向上を図ることが
できる。
【００８３】
　また、各ウェイト７２，７４，７６，７８の退避時ウェイト位置は、上記した位置に限
定されず、各ウェイト７２，７４，７６，７８が作業時ウェイト位置から退避時ウェイト
位置へ変位可能となる構成は上記した縦軸回りに回動する構成に限定されない。具体的に
は、前側の左右のウェイトは、前側ウェイト支持部の対応する各側面に沿って前後方向に
スライドできるように前側ウェイト支持部に支持されていて、その作業時ウェイト位置で
は前側ウェイト支持部の前端部から後方へ前側ウェイト支持部の対応する側面に沿って伸
びるように配置され、退避時ウェイト位置では、作業時ウェイト位置から前方にスライド
して格納位置にある対応する前側リフト装置よりも前側に配置されてもよい。また、後側
の左右のウェイトも同様に作業時ウェイト位置から後方へスライドして退避時ウェイト位
置に配置されるように後側ウェイト支持部に支持されていてもよい。また、上記実施形態
では、各ウェイト７２，７４，７６，７８は、作業時ウェイト位置から１８０度回動して
退避時ウェイト位置に配置されるようにしたが、各ウェイトの退避時ウェイト位置は、そ
の位置において各ウェイトが格納位置にある対応するリフト装置と干渉しなければ、作業
時ウェイト位置から１８０度以下の回動角度で回動した位置であってもよい。
【符号の説明】
【００８４】
２　上部旋回体
４　カーボディ
６　作業装置
３４　左側クローラ装置
３６　右側クローラ装置
３９　リフト機構
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４２　本体部
４４　前側ウェイト支持部
４６　後側ウェイト支持部
４８　左側前アクスル
５０　左側後アクスル
５２　右側前アクスル
５４　右側後アクスル
５８　前側左リフト装置
６０　前側右リフト装置
６２　後側左リフト装置
６４　後側右リフト装置
７２　前側左ウェイト
７４　前側右ウェイト
７６　後側左ウェイト
７８　後側右ウェイト

【図１】 【図２】
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